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NS-PAC®鋼矢板について
鋼矢板は、その優れた施工性、経済性から、港湾・河川・土留・基礎の各工事分野で、幅広く使用されています。
　一方、港湾・海洋構造物は海水に接し、潮位の変動や波しぶきを受けるという環境下にあることから、施設を
適切に維持管理し、長期にわたり有効に活用していくためには、鋼材の腐食を抑止することが必要となります。
　日本製鉄では、鋼矢板に、工場でウレタンエラストマーを被覆して防食機能を付与した重防食鋼矢板製品とし
て「NS-PAC®鋼矢板」を販売しています。

特殊表面処理層 ウレタンエラストマー
防食層

鋼　材

● 優れた防食性
 耐塩水性、耐薬品性、耐候性の優れた有機高分子
化合物 ― ウレタンエラストマー ― を使用して
おり、強力な接着力によって被覆されているた
め、長期にわたる耐久性を有します。NS-PAC®

鋼矢板は、（財）沿岸技術研究センター発行の「港
湾鋼構造物防食・補修マニュアル」の中に重防食
被覆として取り上げられている製品です※。

● 安定した品質
 厳しい品質管理のもと工場生産していますので、
安定した品質が得られます。

● 現場での施工が容易
 塗装品のため、直接ワイヤロープを巻きつけた
り、ほかの鋼材に激しくぶつけることのないよう
注意が必要ですが、一般的には無塗装の鋼材と
同様の方法で施工することができます。

※ 重防食鋼管杭・鋼管矢板および重防食鋼矢板は、設置後定期的な維持管理
が必要とされています。また、港湾内で使用されることを前程としており、使用す
る環境によっても防食効果や耐久性は影響を受けます。それらの詳細につきま
しては、同マニュアルをご参照ください。なお、マニュアルに記載の期待耐用年
数等は、製品の耐用期間を保証する値ではありません。

特　長

被 覆 構 成 　2

1

当社では、（社）鋼管杭・鋼矢板技術協会発行の製品仕様書（「重防食鋼矢板製品仕様書」）に記載の性状を、出荷時にお
いて満足する製品を提供しております。

重防食鋼矢板は塗装品のため、塗膜面に直接ワイヤーロープを巻きつけたり、ほかの鋼材に激しくぶつけることのない
よう注意が必要です。また、油圧圧入工法などで打設時に被覆面を把持する必要がある場合には、被覆面と把持装置
の間に当て板を施すなど、塗膜面を傷付けないよう注意することが必要です。
　施工にあたっての注意事項については、（社）鋼管杭・鋼矢板技術協会発行の「重防食鋼矢板　施工の手引き」に詳し
い内容が記載されていますので、これらを参考に十分に注意して施工してください。

項　目

比　重

引張破壊応力

引張破壊ひずみまたは引張破壊呼びひずみ

硬　さ

吸水率

体積抵抗率

試験条件

JIS K 6911

JIS K 7161

JIS K 7161

JIS K 7215

JIS K 7209

JIS K 6911

数値※1

1.0以上

8.0 MPa以上

30％以上

HDD 50以上

0.35％以下

1.0×1012 Ω・cm以上

●ウレタンエラストマーの性状

参考被覆幅
（m）

参考被覆幅
（m）

凸面

凹面

NS-SP-Ⅱw NS-SP-Ⅲw NS-SP-Ⅳw NS-SP-ⅤL NS-SP-ⅥL

0.65

0.77

0.71

0.72

0.84

0.78

0.75

0.87

0.81

0.66

0.76

0.71

0.70

0.80

0.75

 ※ ハット形鋼矢板（NS-SP-10H、NS-SP-25H、NS-SP-45H、NS-SP-50H）およびNS-SP-Jの被覆は、凸面に施します。

適用型式と参考被覆幅　

3 性　状

5

施　工6

●U形鋼矢板

●ハット形鋼矢板、NS-SP-J

凹凸平均

凸面

NS-SP-10H NS-SP-25H NS-SP-45H NS-SP-50H NS-SP-J

1.05 1.20 1.32 1.33 0.88

被覆厚さ保証範囲外

被覆厚さ保証範囲外 被覆厚さ保証範囲外

被覆厚さ
保証範囲外

U形鋼矢板（600mm、500mm 幅）

B
A

ハット形鋼矢板、NS-SP-J

ウレタンエラストマー被覆

20±10

20±10

ウレタンエラストマー被覆

20±10

60±10

●継手付近の被覆範囲

被覆の厚さ ： 2.0mm（注） ＋規定しない
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被覆部B
A

被覆部

被覆の範囲　

4

●長手方向の被覆範囲

被覆範囲 ： A 最小15cm　
   B 最小15cm


